
災害が起こったとき、あなたとあな

たの大切なペットを守るために、 

今、できることを考えましょう 

人とペットの災害対策 

ペットの情報 

（ペットの特徴がわかる写真を貼付） 

名前  生年月日  

種類  性別  

毛色  不妊手術の有無  

既往症  

かかりつけ動物病院   

特徴  

飼い主の情報 

氏名    

住所    

電話    

非常時の連絡先   

もっと詳しく知りたい方へ 

ペットも守ろう！防災対策 

（パンフレット） 

人とペットの災害対策 

ガイドライン 

備えよう！ 

いつもいっしょにいたいから 

（パンフレット） 

★万一はぐれてしまったときのために、ペットの特

徴を書いておきましょう 

和歌山市 

和歌山市動物愛護管理センター 

和歌山市松江東3丁目2-63 

：073-488-2032 

：073-488-2033 

：doubutsuaigo@city.wakayama.lg.jp 

電話 

FAX 

mail 



災害時にペットを守るために、

まずは飼い主が無事であること

が前提となります。 

そのために、家具の固定などの

住まいの防災についても考えておきま

しょう。また、動物の飼育場所や設備の

安全確認もしておきましょう。 

日頃の備え 

★住まいの防災対策 

災害時にスムースに避難ができるよう、しつけをし、キャ

リーケース等にも慣らしておきましょう。 

また、避難生活は動物にもストレスになり、免疫力が低下

することもあります。感染症の発生を防ぐため 

予防接種や寄生虫駆除等は必ずしておきましょう。 

★しつけと健康管理 

どこにどうやって避難するかなどを、家族で話し合いをし

ておきましょう。 

★飼い主の明示 

避難先でペットの飼育に必要なものは飼い主が用意してお

く必要があります。救援物資が届くまでには時間がかかる

ことがあるため、少なくても5日分は用意しておきましょ

う。 

★ペット用防災グッズの備蓄 災害発生時のフローチャート 

日頃の備え 

飼い主の安全確保 

自宅でペットと一緒 ペットと離れ離れ 

ペットの安全確保 自宅に戻れるか判断 

避難の判断 帰宅できる 帰宅できない 

危険がない 

在宅避難 

危険がある 

同行避難 

飼い主のみ 

避難 

家族・知人

等に保護を

依頼 

避難所へ 

避難所のルールに

基づいてペットを

飼育 

知人・施設等

に預ける 

（分散避難） 

和歌山市の避難所 
災害発生時に和歌山市が開設する指定避難所へは、ペット

を連れて避難（同行避難）ができます。 

※避難所では人とペットが同じスペースで生活することを

基本的には想定していません。避難所内の定められた場所

で飼い主が責任をもって飼育することになりま

す。 
指定避難所の確認はこちらから 

災害発生 

ペットのための持ち出し品リスト 

 優先順位① 動物の健康や命に係わるもの 

□ 療法食、薬   

□ フード、水（5日分以上） 

□ キャリーバッグやケージ 

□ 予備の首輪、リード 

□ 

 優先順位② 情報 

□ 飼い主の連絡先 

□ ペットの写真 

□ ワクチン接種状況、既往症などがわかるもの 

□ かかりつけ動物病院の情報 

□ 

 優先順位③ ペット用品 

□ ペットシーツ、猫砂 

□ 排泄物の処理用品 

□ タオル、ブラシ 

□ 洗濯ネット（猫） 

□ お気に入りのおもちゃ 

□ ガムテープ、マジック 

□ 

□ あなたの地区の避難所は：  

★避難場所や避難方法の確認 

災害時にはペットと離れ離れになってしまうことも考えら

れます。保護された際に飼い主の元へ戻れるよう、迷子札

やマイクロチップを装着し備えておきましょう。 

混合ワクチン 

犬フィラリア 

症の予防 

ノミやダニなど外部

寄生虫の駆除や予防 

狂犬病予防接種 

（犬の場合） 

なるべくほめる 


